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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第35期

第３四半期連結
累計期間

第36期
第３四半期連結

累計期間
第35期

会計期間

自　平成29年
　　４月１日
至　平成29年
　　12月31日

自　平成30年
　　４月１日
至　平成30年
　　12月31日

自　平成29年
　　４月１日
至　平成30年
　　３月31日

売上高 (千円） 24,257,383 28,638,083 32,822,971

経常利益 (千円） 1,019,497 1,311,747 1,013,431

親会社株主に帰属す

る四半期純利益又は

親会社に帰属する当

期純損失（△）

(千円） 933,991 767,300 △215,407

四半期包括利益又は

包括利益
(千円） 957,716 822,335 △202,421

純資産額 (千円） 14,617,597 14,043,022 13,478,648

総資産額 (千円） 32,987,621 34,831,253 31,952,318

１株当たり四半期純

利益又は１株当たり

当期純損失（△）

(円） 610.67 508.73 △141.01

潜在株式調整後１株

当たり四半期（当

期）純利益

(円） - - -

自己資本比率 (％） 44.3 40.0 42.1

 

回次
第35期

第３四半期連結
会計期間

第36期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自　平成29年
10月１日

至　平成29年
12月31日

自　平成30年
10月１日

至　平成30年
12月31日

１株当たり四半期

純利益
(円） 441.43 466.26

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第35期第３四半期連結累計期間及び第36期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第35期の潜在株式調整後１株当たり当

期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益又は１株当たり当期純損失を算

定しております。

 

５　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経

営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策を背景に緩やかな回復基調で推移しまし

た。

一方、個人消費につきましては雇用・所得環境に改善が見られるものの、依然として消費者の節約志向は根強

く、また相次ぐ自然災害の影響や海外経済の不確実性の高まりもあり、その先行きは不透明な状況であります。

そのような中、当社グループにおいては基幹事業であるカー用品事業が増収増益、ブライダル事業は減収損失

増となり、建設不動産事業は増収増益となりました。

なお、セグメント別の状況は下記の通りとなります。

（カー用品事業）

商品販売において、ドライブレコーダーの需要に加えてチェーン等の冬季商品の需要が活発となり、ピット

サービス部門と車両販売においても堅調に推移いたしました。また平成30年3月1日より営業を開始した宮城県と秋

田県の15店舗も業績に寄与したことにより、前年同期と比べ増収増益となりました。

（ブライダル事業）

高付加価値商品の開発提案に努めた結果、施行単価の向上が図られましたが、施行組数の減少を補いきれず前

年同期と比べ減収損失増となりました。

（建設不動産事業）

高収益物件の戦略的な売却と、収益性を重視した優良賃貸物件の賃貸稼働率の向上ならびに大型工事案件の引

渡等をしたことにより、前年同期と比べ増収増益となりました。

（その他の事業）

コメダ珈琲４店舗が売上に寄与しましたが、不動産取得に伴う費用の計上等により、前年同期と比べ増収損失

計上となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、286億3,808万円（前年同期比18.1％増）となり、営業利益

は、12億1,417万円（前年同期比29.5％増）、経常利益は、13億1,174万円（前年同期比28.7％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は７億6,730万円（前年同期比17.8％減）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①カー用品事業

　売上高は、201億158万円（前年同期比27.5％増）、セグメント利益は、11億7,955万円（前年同期比44.3％増）

となりました。

②ブライダル事業

　売上高は、61億94万円（前年同期比7.9％減）、セグメント損失は、１億9,383万円（前年同期は１億2,232万円

の損失）となりました。

③建設不動産事業

　売上高は、24億3,279万円（前年同期比34.2％増）、セグメント利益は、２億7,660万円（前年同期比27.0％増）

となりました。

④その他の事業

　売上高は、12億2,230万円（前年同期比4.9％増）、セグメント損失は、5,008万円（前年同期は2,092万円の利

益）となりました。
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(2)財政状態の分析

流動資産

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べ、20億7,354万円増加し、142億

7,994万円となりました。これは主にたな卸資産の増加によるものであります。

固定資産

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べ、８億538万円増加し、205億5,130

万円となりました。これは主に土地の増加によるものであります。

流動負債

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ、27億4,170万円増加し、134億

8,275万円となりました。これは、主に短期借入金の増加によるものであります。

固定負債

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ、４億2,714万円減少し、73億547万

円となりました。これは主に長期借入金の減少によるものであります。

純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ、５億6,437万円増加し、140億4,302

万円となりました。これは主に利益剰余金の増加によるものであります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りであります。

 

株式会社の支配に関する基本方針

　当社は、継続的な企業価値の増大ひいては株主共同の利益の向上のためには、当社の利害関係者との良好な関係

を維持しつつ、経営の効率性や収益性を高める必要があり、そのためには専門性の高い業務知識や営業ノウハウを

備えたものが取締役に就任し、法令及び定款の定めを遵守しつつ当社の財務及び事業の方針の決定につき重要な職

務を担当することが必要であると考えております。

　また、当社は常に収益性、成長性、財務の健全化を重視し、特に自己資本当期純利益率、１株当たり当期純利益

等の重要な経営指標の最大化を目指す企業経営に取り組んでおります。

　不適切な支配の防止のための取組み等につきましては、重要な経営課題の一つとして、買収行為を巡る法制度や

関係当局の判断・見解、世間の動向等を注視しながら、今後も継続して検討を行ってまいります。

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性について

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありま

せん。
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３【経営上の重要な契約等】

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,348,800

計 5,348,800

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式  1,645,360  1,645,360

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

 単元株式数

100株

計 1,645,360 1,645,360 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。
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②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年12月31日 ― 1,645,360 ― 1,314,100 ― 1,824,791

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができま

せんので、直前の基準日である平成30年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

 普通株式　　140,800
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,491,100 14,911 ―

単元未満株式 普通株式 　　13,460 ― ―

発行済株式総数 1,645,360 ― ―

総株主の議決権 ― 14,911 ―

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式79株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

アイエーグループ

株式会社

横浜市戸塚区品濃町545－５ 140,800 ― 140,800 8.6

計 ― 140,800 ― 140,800 8.6

 

２【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の移動は、次のとおりであります。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

 常務取締役  ―  取締役  経理財務部長  岡野　良信  平成30年７月１日
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

アイエーグループ株式会社(E03269)

四半期報告書

11/23



１ 【四半期連結財務諸表】

(１)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,674,806 1,769,757

売掛金 1,382,322 2,202,424

たな卸資産 8,243,652 9,301,328

その他 905,619 1,006,436

流動資産合計 12,206,400 14,279,946

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,327,789 7,343,551

土地 4,969,703 5,816,383

リース資産（純額） 146,502 96,999

建設仮勘定 8,071 -

その他（純額） 357,374 377,263

有形固定資産合計 12,809,441 13,634,198

無形固定資産   

電話加入権 9,258 9,258

のれん 92,637 28,480

その他 128,191 107,370

無形固定資産合計 230,087 145,109

投資その他の資産   

投資有価証券 140,195 240,178

長期貸付金 22,870 21,940

長期前払費用 244,130 204,147

差入保証金 4,788,244 4,727,112

繰延税金資産 1,391,867 1,454,908

その他 141,950 145,650

貸倒引当金 △22,870 △21,940

投資その他の資産合計 6,706,389 6,771,998

固定資産合計 19,745,917 20,551,306

資産合計 31,952,318 34,831,253
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,639,029 2,176,025

短期借入金 5,266,544 8,371,110

リース債務 93,427 74,495

未払法人税等 557,287 270,732

未払消費税等 112,414 157,465

未成工事受入金 381,123 281,774

賞与引当金 397,902 198,129

役員賞与引当金 27,400 -

ポイント引当金 148,907 54,403

その他 2,117,013 1,898,619

流動負債合計 10,741,049 13,482,756

固定負債   

長期借入金 4,166,557 3,771,022

リース債務 162,173 110,506

長期預り保証金 1,095,581 1,045,058

退職給付に係る負債 437,764 459,336

役員退職慰労引当金 350,000 387,500

資産除去債務 1,289,762 1,304,032

繰延税金負債 218,378 218,378

その他 12,401 9,641

固定負債合計 7,732,620 7,305,475

負債合計 18,473,669 20,788,231

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,314,100 1,314,100

資本剰余金 1,824,791 1,824,791

利益剰余金 10,685,072 11,270,855

自己株式 △418,884 △495,328

株主資本合計 13,405,079 13,914,417

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 43,826 35,174

繰延ヘッジ損益 △229 -

その他の包括利益累計額合計 43,597 35,174

非支配株主持分 29,972 93,429

純資産合計 13,478,648 14,043,022

負債純資産合計 31,952,318 34,831,253
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 24,257,383 28,638,083

売上原価 13,352,154 15,964,619

売上総利益 10,905,228 12,673,463

販売費及び一般管理費 9,967,916 11,459,292

営業利益 937,312 1,214,171

営業外収益   

受取利息及び配当金 22,623 18,492

受取手数料 41,733 52,031

受取家賃 17,555 16,195

その他 46,014 62,393

営業外収益合計 127,926 149,112

営業外費用   

支払利息 33,258 40,217

その他 12,483 11,318

営業外費用合計 45,741 51,535

経常利益 1,019,497 1,311,747

特別利益   

固定資産売却益 2,646 276

投資有価証券売却益 415,750 -

特別利益合計 418,396 276

特別損失   

固定資産除却損 2,962 2,710

固定資産売却損 98 -

特別損失合計 3,060 2,710

税金等調整前四半期純利益 1,434,833 1,309,314

法人税等 500,841 478,556

四半期純利益 933,991 830,757

非支配株主に帰属する四半期純利益 - 63,457

親会社株主に帰属する四半期純利益 933,991 767,300
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 933,991 830,757

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 23,136 △8,651

繰延ヘッジ損益 588 229

その他の包括利益合計 23,724 △8,422

四半期包括利益 957,716 822,335

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 957,716 758,877

非支配株主に係る四半期包括利益 - 63,457
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

減価償却費 869,819千円 804,697千円

のれんの償却額 64,156 64,156
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成29年５月12日

取締役会
普通株式 利益剰余金 92,654 12.0 平成29年３月31日 平成29年６月26日

平成29年11月６日

取締役会（注）
普通株式 利益剰余金 91,444 12.0 平成29年９月30日 平成29年12月７日

（注）１株当たり配当額については、基準日が平成29年９月30日であるため、平成29年10月１日付の株式併合前の金額を

記載しております。

 
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成30年５月11日

取締役会
普通株式 利益剰余金 91,248 60.0 平成30年３月31日 平成30年６月27日

平成30年11月２日

取締役会
普通株式 利益剰余金 90,268 60.0 平成30年９月30日 平成30年12月７日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ カー用品事業
ブライダル

事業

建設不動産

事業
計

売上高         

外部顧客への

売上高
15,757,460 6,626,576 1,622,684 24,006,721 250,661 24,257,383 - 24,257,383

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

2,700 100 189,909 192,709 914,834 1,107,543 △1,107,543 -

計 15,760,160 6,626,676 1,812,593 24,199,430 1,165,495 25,364,926 △1,107,543 24,257,383

セグメント利益

又は損失（△）
817,418 △122,327 217,731 912,822 20,927 933,749 3,562 937,312

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・

総務代行業務等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３ カー用品事業
ブライダル

事業

建設不動産

事業
計

売上高         

外部顧客への

売上高
20,099,150 6,100,592 2,191,310 28,391,053 247,029 28,638,083 - 28,638,083

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

2,437 350 241,489 244,276 975,275 1,219,551 △1,219,551 -

計 20,101,588 6,100,942 2,432,799 28,635,330 1,222,304 29,857,634 △1,219,551 28,638,083

セグメント利益

又は損失（△）
1,179,558 △193,834 276,605 1,262,329 △50,089 1,212,239 1,931 1,214,171

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業及び経理・

総務代行業務等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 610.67円 508.73円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千

円）
933,991 767,300

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
933,991 767,300

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,529 1,508

　（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

　２　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

第36期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当については、平成30年11月２日開催の取締役会に

おいて、平成30年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿の記載又は記録した株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議し、配当を行っております。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　 　 90,268千円

②１株当たりの金額　                            60円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 平成30年12月７日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月７日

アイエーグループ株式会社

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 坂　本　裕　子　　㊞

     

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 寺　田　聡　司　　㊞

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイエーグルー
プ株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日
から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイエーグループ株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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